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シカゴ報告 ― 賛美歌とともに 

 雪原を突っ走る馬ソリ、澄んだ鈴の音、色とりどりの防寒衣に身を固めた子供たちが、ソリの上で声をは
りあげて歌います。その楽しそうな歌声は白い地平線のかなたにまでこだまとなって響いていきます。私も
ふりおとされないようにしながらクリスマス・キャロルをいっしょに歌いました。顔にふりかかる雪片が舞いな

がら口に入り喉をうるおしてくれます。私にとっては北海道でのはじめてのクリスマスでした。  

 私は子供の頃から音楽が好きでした。下町育ちではレコードや楽器を手にいれる金銭的余裕はなかった
ので、もっぱらラジオで音楽をきき、歌詞をノートに書き取って鼻歌まじりに歌い、中学、高校、神学校にす
すんでからは、率先して合唱団に入り、世界の名曲を美しいハーモニーで堪能してきました。私の人生ドラ

マの各シーンにはちょうど映画音楽のように、その場面をうつしだす歌や曲がちりばめられています。  

 1958年〔昭和33年〕当時陸上自衛隊員だった私はキリストの兵士になろうと決心し、消え残る雪の札幌を
あとに、ひとりの知人も、友人も、先輩もいない東京の神学校へ向かったのです。将来にたいする目標は定
めたものの、信仰生活の浅い私にとっての入学式は喜びよりもむしろ不安な気持が強く、学校全体が自分
の上にのしかかってくるような息苦しい気持でした。式のあとの食堂での新入生歓迎祝賀会でも依然として
落ち着かず、周囲の視線に「お前のような畑違いのものが、神学校などに入ってどうなるものか」と自問自
答をくりかえしながら、身のおき場がないおもいで悩んでいました。するとその時、静かにひとりの女教師が

立ち上がって賛美歌をうたいはじめたのです。  

神の秘めたもうところにかくれ みたすけうくるは いかにたのしき 
あくまのたくみも 世のわずらいも 知らずして過ぐる 身のうれしさよ 

 美しいソプラノの清らかで澄みわたった声が、私の身と心の内側からしみわたっていくようでした。「そうだ
自分ではない。神にみいだされ、救われ、そして神の召集をうけて遣わされてきたのではないか。自分のよ
うなものでも選ばれて、神の秘められた計画のなかにおかれているのだ」。目を閉じてききいる私の心の耳

に歌はさらにつづきます。 

＜あやまつときには おしえをたれて 飢えたるこころに ちからをたもう＞ 

  「はじめから完全な者はいないはずだ。神から働き人となるための訓練をうけるためにきたのだから、こ
こではすべてに耐え、心身霊ともに練り鍛えてもらって将来に備えればいいのだ。信仰の創始者であり、完
成者であるイエスを総司令官として、その指揮のもと前進あるのみだ。」 

＜さだめなき雲の うき世をすてて 神の秘めたもう ところにいけば 
  めぐみのみ顔の ただあおがれて とうときみすがた うつるもうれし＞ 

 卒業式の翌日、茅ヶ崎の教会で結婚した私は二年後には、南米エクアドルに電波宣教師として遣わされ
ていきました。神はその秘められた遠大な計画に参加したものを思いどおりに動かされます。力のないもの
でも一方的恵みで支え助けてくれるのです。なかでも賛美は私の信仰生活のエネルギー源となり、アンデ
スの峰からも13,394日にわたって電波に乗った賛美の霊が全世界に満ち満ちていったのです。 

 その夜、賛美歌528番をうたったのは、同神学校の音楽教師三谷幸子師でした。在学中の四年間、私は
聖歌隊に参加させてもらったおかげで、数えきれないほどの楽しい思い出をつくることができました。三谷
先生の厳父、三谷種吉は日本の音楽伝道の草分けで、明治20年代後半から30年代にかけてわらじ履きで
津々浦々をめぐり、西洋音楽とは無縁だった町や村に賛美をたずさせて伝道したのです。その父の薫陶を
うけた幸子師も教会や信徒の日常生活のなかで生きて働く賛美をねがって意欲的に活動し、1982年に72
歳で大学教授を退任してからも、教え子の教会をめぐり、賛美指導や集会での賛美をつづけました。国内



だけではなく、台湾、東南アジア、北米、南米にも足を伸ばし、1994年には、南米聖歌がクワイヤーブックに
紹介されていることもあって「アンデスの声」30周年のお祝いをと、記念ツアーに加わってＨＣＪＢまでかけ
つけてくださいました。 

 2000年5月、教え子たちが編成したクワイヤーによるミレニ
アム・コンサートが東京の世田谷中央教会でひらかれまし
た。すでに幸子師の耳は高齢のため音をはっきりと聞き分け
ることができません。「神様、私ができないのをご存じなので
すから、あなたが責任をとってください」こう祈った幸子師は
いつものように指揮棒をふりました。その時のことを三谷種
吉伝（いのちのことば社）のなかで幸子師はこう述懐していま
す。「私の耳は音がぼやけて聞こえるのですが、心の耳に
は、昔この人たちが歌った美しい声が残っていました。その
声を思い出しながら指揮し、皆さんに『先生は昔と少しも変わ
りませんね』といわれました。歌っている間中、主の臨在が会
堂に満ち、それがひしひしと体に伝わってくるほどで、クワイ
ヤーの方々ともどもその感動に満たされながら賛美しまし
た。それはこれまでのコンサートでも感じとってきたことでした
が、このときほど強く感じたことはありません。その意味で、
賛美として最高のものをおささげできたと思います。それはひ
とことで言えば、多くの方々が背後でささげてくださったとりな
しの祈りに神様が答えてくださり、すべてなしてくださったから
にほかなりません。」 

 今夜も凍（シバ）れた空からふわりふわりとうまそうな雪が、
ここ北米中西部シカゴの街に舞っています。赤道直下、海抜
三千米の高山都市キトでは一年中平均気温が22度でした。長い間、常春の生活になれていた私たちには
で北半球の冬はいささか厳しい感じです。今年は文字通りホワイト・クリスマスのなかを教会の聖歌隊グル
ープとキャロリングにでかけました。家々をまわって最後にそっと病床にいる久子の部屋に近づき、窓越し
に突然歌いだしたので、いきなり響いてきた天使？の歌声に久子もびっくりしたようでした。一種のショック
療法だったのか、その後ぐんと元気をとりもどしたので、これもただただ賛美のめぐみと感謝している今日こ
のごろです。 

私は、主の恵みを、とこしえに歌います。〔詩篇 ８９．１〕 

                                 ＨＣＪＢ日本語放送担当 
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